
令和 5 年 3 月 31 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
 活動場所

 実施日程

 実施した生産活動・施設外就労の概要

・物流センター内要冷商品の出荷準備作業

・ピッキング,商品補充,商品仕分け,シッパー作業等

 利用者数 7名

＜目的＞
 地域連携活動のねらい 

 地域にとってのメリット

 対象者にとってのメリット

＜成果＞
 実施した結果

 人員追加の依頼のお声を頂けている

 一般就労に向けての体力と精神力を身に付けられている

電話番号 089-978-5577 対象年度 令和4年度

地域連携活動の概要

間口ウエストロジ株式会社
  コープえひめ商品センター出張所
令和4年4月1日～令和5年3月31日
月～日曜日 シフト制による

障がい者についての理解と協業の可能性

人材不足の解消及び障がい者雇用の促進

施設外で働くことにより一般就労の厳しさ

を実感しながら日々の成⾧が期待できる

住 所 愛媛県松山市安城寺町542番地1 管理者名 泉  栄

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 一般社団法人 あんずの森 事業所番号 就労継続支援A型事業所 3810102768

 得られた成果

 働くことによって収入を得られる喜びを実感している

 徐々に就労時間を延ばせている

 課題点  社会人としての受答え、マナーを身に着けるのに時間が

 必要である

連携した結果に対する意見または評価

 昨年、1名 就職し問題なく仕事に従事されており、障がい者雇用に成果が出てきていると感じている。

 引続き、障がい者の活躍の幅を広げ 障がい者雇用率UPの仕組みづくりを推進していきたい。

 障がい者と共に働くことにより、職場環境の改善につながること、障がい者が働きやすい職場は障がいの無い者に

   とっても働きやすい職場であると考えている。

 今後も、障がい者就労支援事業所と連携し、少子高齢化等の人材不足解消としていきたい。

 実際の作業の様子も、障がいを持っていることを感じさせない熱心な働きぶりで、作業の成果も高く評価している。

 人員追加の依頼のお声を頂けている

 利用者の就労に繋がった

 一般就労に向けての自信を付けている

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 間口ウエストロジ株式会社 担当者名 白石 憲一


